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・ 研究授業実施日：平成 27年 3月 11日（火）4校時　
第 6学年教室





















































































































































































































































































































































































































問 1 　カレンダー内の□で囲まれた横 3つの数の和を考
え，式を書き、計算しよう．
問 2 　同じく，□で囲まれた縦 3つの数の和を考え，式
に書き，計算しよう．








































































































































C2 ： もうみんなできた？答え何になった？ぼく 39に
なった．
C2 ：6＋ 13＋ 20＝ 39です．
問 1























C1 ：これ全部足せばいい？ 2＋ 3＋ 4＝ 9
C2 ：和って書いてあるし．
C3 ：そのむずかしいの何？
C4 ： 下に行けば 7ずつ増えている．9，10，11
9＋ 10＋ 11－ 7× 3＝ 9






















C2 ： あ，平均 18になったよ．よし，やっぱり 18× 9
や C4は何している．
C4 ： 確かめる．縦一つ目の平均は 17，縦二つ目の平均
は 18，縦三つ目の平均は 19
だから，（17＋ 18＋ 19）× 3＝ 162
C1 ：じゃ，これ横でもできるかな．
C4 ：やってみて．
C ： それぞれ　横一段目の平均 11，横二段目の平均
18，横三段目の平均 25












































C ： はい，真ん中の数 13より上の数は 7小さく，下
の数は 7大きい．だから，ならすと 3つの数がみ







C ：僕らはもっと簡単にしたよ．18× 9＝ 162です．
C ：どうして？なぜそんなことできる？
C ： こことここで 18が 3つ，こことここで 18になら





C ：はい，□－ 1，□＋ 1
T ：では，9つの数を□を使った式で表そう．
C ：はい，はい，□－ 8，□－ 7，□－ 6
□－ 1，　□　，□＋ 1
□＋ 6，□＋ 7，□＋ 8
C ：そういうことか．だから，□× 9か．
T ： 9つの数の並び方を□を使った式で表すと数の並
び方のきまりに気付きますね．
T ： 中央の数から縦・横・斜めに見て＋－の符号の違
いに着目し，ひとつひとつ計算しなくても 9つの
数がすべて□になることを確認し，□× 9を導き
出した．今日の算数授業を児童とともに振り返り，
授業を終えた．
（3）授業考察
　この授業記録から，児童は問題解決型授業の進め方
（授業はじめの約束）を気にしながら，互いに個人思
考を促し，その後答え合せとその答えの妥当性を検証
する話し合いが行われたことが分かる．そこでは分か
らない点は分からないといえる雰囲気の中で自由に自
分の言葉で説明し合う姿が見られた．班内で誰となく
みんなで解法を確認しあって次の問題へと進行してい
た．しかし班内での話し合いでは解法を説明する力が
不十分なため相手に伝わらないところもあり，「あー平
均か」と平均の考えに対する理解度の違いも表面化し
てきた．反面，他者の平均の考えを活用した計算方法
を知り感動している姿も見られた．本当に平均になる
のか総和を求めて確かめる態度も見られ，考える算数
となっている．
　このような児童の自由な対話や自分とは異なる考え
に感動する姿は小集団による話し合いだからこそ現れ
てきたものと考えられる．
　小集団による話し合いの中では，数学的な思考力・
表現力に関わる児童の発言や対話がよく現れた．カレ
ンダーの数の並び方に着目し，縦の並び方・横の並び
方・斜めの並び方からそれぞれの規則性を見つけ，計
算を工夫しようと話し合うことは等差数列の考えに繋
がると考えられる．また，全体解決の中では見られな
い児童の自由で闊達な対話が現れている．それは自分
の解に対する説明や他者の解に対する検証作業を話し
合いながら進められている点である．まさに児童主体
の学習になっている．班内での理解が不十分なところ
は全体での問題解決により「そういうことか」と納得
している．このことから小集団による話し合い活動と
全体での問題解決のための話し合い活動は互いに補完
し合うものと考えられる．小集団だからどの児童も自
由に能動的に話し合いに参加でき，他者の考えと比較
することから自分の不明な点を意識できる．その意識
した上で全体での問題解決場面で問題点をはっきりさ
せることができ理解が深まる．小集団でしっかり説明
できた児童は自信を持って発表することができている．
そして，教師の明確な全体指導により児童は安心し自
分の考えに確信が持てている．
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　下記の授業後のアンケート結果から，「算数授業で、
グループで話し合うことは“ためになった”と思いま
すか．具体的に書いてください」に対し，ほとんどの
児童がためになったと回答している．多くの児童は他
者の多様な考えを知ることができ，よりよい考えで求
められること，話し合うことで考えを確かめ合えるこ
と，話し合いながら問題解決に当たることができるこ
とを“ためになる”理由としている．一部の児童では
あるが“ひとりじゃないし，置いてきぼりにならない
から”とその理由を挙げていることは留意すべきであ
る．他の問に対しても，みんなで考えることができ，
他者の考えが分かって楽しかった，積極的に話し合い
に参加できた，うまく説明できた，なぜ間違ったかよ
く分かった等の回答も多くあり，児童は班での話し合
い活動そのものを評価している．
　授業後のアンケート結果（学級調査人数 34人）
問 1 　今日の算数授業は楽しかったですか．（4肢択一）
　ア，とても楽しかった 85％　イ，少し楽しかった
15％　ウ，あまり楽しくない 0％　エ，まったく楽
しくない 0％
・それはどのようなところですか．
　「カレンダー」を使っているところ．難しい問題
があったけど分かったところ．皆で話し合うところ．
簡単に解ける方法を見つけたとき．いろいろ分かっ
たところ．
問 2　 自分の考えを分かるように説明できましたか．（4
肢択一）
　ア，とてもうまく 18％　イ，少々うまく 74％　ウ，
あまりできず 8％　エ，ぜんぜんできず 0％
問 3 　班の話し合いで，“なぜその解法でよいのか，な
ぜ間違ったのか”分かりましたか．（4肢択一）
　ア，よく分かった 68％　イ，少し分かった 32％ウ，
あまり分からなかった 0％　エ，全く分からなかっ
た 0％
問 4 　あなたは主体的に話し合いに取り組むことがで
きましたか（4肢択一）
　ア，十分できた 62％　イ，少しできた 35％　ウ，
あまりできなかった 3％　エ，全くできなかった 0％
問 5 　算数授業で，班内で話し合うことは“ためになっ
た”と思いますか（2肢択一）
　ア，はい 94％（ためになったと思う理由を具体
的に書いてください）自分がよく分からないところ
を教えてもらったから．自分で思いもつかなかった
考えを聞けたから．皆と話し合って答えを出せたか
ら．皆でじっくり話し合うことで新しい考えが出る
しうまくまとめられたから．話し合いをして分かり
合えるから．自分と違う視点からの答えを発見でき
たから．自分の考えを人に伝えることができたし，
どうすればよく分かってもらえるか考えることがで
きたから．ひとりじゃないし置いてきぼりにならな
いから．
イ，いいえ 6％（ためにならなかった理由を具体的
に書いてください）班に協力的でない人がいたから．
はっきり意見を言わない人がいたから．
　以上のような結果が得られた．
5　まとめ（成果と今後の課題）
5-1　研究の成果
　これまでの研究成果として，次のことが上げられる．
・ 算数授業の学習課題に児童の身近な生活の場にある
カレンダーを取り上げたことは児童の興味関心を引
き，更に多様な解の求め方がある問題設定であること
は，それぞれの考えを説明する必要が生じ，話し合い
活動を活発化することに有効であった．教師の関わり
をできるだけ少なくし，小集団内の児童の話し合いに
任された活動は主体性を培うものとなった．
・ 算数授業における話し合い活動の中で児童は算数授
業の特質である数学的な言語や抽象的な記号等を，
ここでは数の並び方の規則を発見し，平均の考えを
活用し，「だから均等にすると真ん中の数になる」と
算数特有の表現で説明し合い，互いに理解や考えを
深めていることが明確になった．
・ 今回授業の初めの段階で小集団による話し合い活動
の内容・ルールを明確に提示することにより，小集団
による話し合い活動に危惧された行動は児童同士で
注意し合うことで次第に見られなくなった．このこと
は，話し合い活動の長所を生かし短所をできるだけ解
消するには，話し合い活動の具体的行動を明示するこ
とが有効であったことを示している．
・ 更に，児童は話し合いの中で互いに解の確認やその
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解法の考えを説明しながら検証作業を児童の判断で
着実に進められることが明らかになった．
・ 小集団での話し合い活動の中では，どの児童も能動
的な対話が行われ，それぞれの考えを確かめ合えた
ことから，自分の解法・考えに自信を持つことができ，
主体的に他者の考えに質問する姿も見られたことや，
更に全体の場で生き生きと自分の考えを発表しようと
する姿が現れたことである．
・ 小集団による話し合い活動と全体の場における話し
合い活動は互いに補完することが明らかとなった．小
集団間には問題に対する解法や考えに差異が見られ
ることは当然のことであり，それ故に児童は全体の場
で他の班の児童の説明に自分の考えと比較しながら
注意深く聞く態度が見られるようになった．全体の場
での話し合い活動には児童が限られるが，小集団内で
はどのような児童のやりとりも保障された．そのこと
が全体の場での話し合い活動を意味あるものにして
いる．
・ 算数科の目標にある算数的活動に小集団による話し
合い活動は含まれるものであり，その活動は数学的な
思考力・表現力を高めるとともに協働して話し合う姿
から社会性を培う活動であったと言える．
　以上のことから，算数教育の教科としての目標や社
会性など人間形成としての目標を達成するためには，
算数授業における小集団による話し合い活動は必要か
つ重要であり，その有用性が認められる．
5-2　今後の課題
　今後，小学校の先生と連携し回を重ねることにより
児童の的確な話し合いの内容を数学的な評価の観点か
ら考察検討する必要がある．
　更に，低学年での算数授業においてペア形式による
話し合い活動が知識理解や学ぶ態度・姿勢の育成に有
効であるか授業実践を通して検討する．また、中学校
数学授業において小集団による話し合い活動が果たす
役割や効果を今日的な観点から検討する必要がある．
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